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11
月
4
日
、
慶
應
大
学
湘

南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
と
看
護

医
療
学
部
に
隣
接
し
て
湘
南

慶
育
病
院
が
開
院
し
た
。

　

こ
の
病
院
で
は
慶
應
大
学

環
境
情
報
学
部
、
ヘ
ル
ス
サ

イ
エ
ン
ス
ラ
ボ
と
の
共
同
事

業
に
よ
り
院
内
に
研
究
施
設

を
設
置
し
、
抗
加
齢
医
学
、

未
病
の
管
理
な
ど
日
本
人
の

健
康
寿
命
を
延
ば
す
為
の
研

究
が
行
わ
れ
る
。
診
療
に
お

い
て
は
藤
沢
市
の
要
請
に
よ

る
救
急
医
療
体
制
を
整
え
、

ま
た
先
駆
的
な
ス
マ
ー
ト
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
国
内

で
初
め
て
の
施
設
に
な
る
。

　

医
学
部
に
は
診
療
・
研
究

の
両
面
で
多
大
な
る
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

病
院
の
運
営
主
体
は
医
療

法
人
社
団
健
育
会
で
あ
り
、

健
育
会
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て

９
ヶ
所
目
の
病
院
と
な
る
。

私
は
グ
ル
ー
プ
の
最
高
経
営

責
任
者
を
20
数
年
務
め
て
お

り
、
週
に
一
度
の
外
来
診
療

以
外
は
病
院
経
営
に
没
頭
し

て
い
る
。

　

実
は
私
の
病
院
経
営
の
考

え
方
は
、
消
化
器
内
科
学
教

室
に
８
年
間
在
籍
し
て
い
た

時
の
経
験
が
基
礎
に
な
っ
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
。
土
屋

雅
春
教
授
、
石
井
裕
正
教
授

に
臨
床
に
お
い
て
も
研
究
に

お
い
て
も
徹
底
的
に
ロ
ジ
カ

ル
な
考
え
方
を
指
導
し
て
い

た
だ
い
た
。
経
営
判
断
の
際

に
は
ロ
ジ
カ
ル
が
最
も
重
要

な
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
学

会
発
表
や
論
文
作
成
に
お
け

る
制
約
の
中
で
自
分
の
考
え

を
い
か
に
正
確
に
人
に
伝

え
、
共
感
さ
せ
る
ノ
ウ
ハ
ウ

は
、
経
営
方
針
を
浸
透
さ
せ

る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
。

　

東
京
青
年
医
会
の
活
動
に

参
加
し
た
こ
と
は
と
て
も
有

意
義
で
、
経
営
者
と
し
て
の

素
養
を
学
ん
だ
。
代
表
を
務

め
ら
れ
て
い
た
河
北
博
文
先

生（
56
回
）は
、
医
学
部
卒
業

後
に
シ
カ
ゴ
大
学
の
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
で
学
ん
だ
経
歴

を
お
持
ち
で
、
先
生
の
哲
学

や
医
療
制
度
改
革
へ
の
取
り

組
み
は
私
に
と
っ
て
と
て
も

刺
激
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

今
後
、
医
療
費
抑
制
政
策
や

人
材
不
足
な
ど
病
院
経
営
の

環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、

湘
南
慶
育
病
院
の
診
療
体
制

を
充
実
さ
せ
て
質
の
高
い
医

療
を
提
供
し
、
ま
た
多
く
の

研
究
成
果
を
発
表
し
て
、
社

会
と
地
域
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
病
院
に
作
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
、
当
面
の
私
の
使

命
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
慶
應
大
学
大
学
院
特
任
教

授　

医
療
法
人
健
育
会
理
事

長　

竹
川
節
男　

60
相
当
）

　

湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス

（
Ｓ
Ｆ
Ｃ
）
が
開
設
さ
れ
て

か
ら
２
０
１
６
年
で
25
年
が

経
ち
ま
し
た
。
医
療
法
人
社

団
健
育
会
が
湘
南
慶
育
病
院

を
完
成
さ
せ
、
藤
沢
市
の

「
健
康
と
文
化
の
森
」
構
想

に
拠
点
が
で
き
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
病
床
数
は
２
３
０

床
、
診
療
科
内
訳
で
は
内
科

系
は
、
総
合
診
療
、
神
経
、

消
化
器
、
呼
吸
器
、
循
環

器
、
腎
臓
内
分
泌
代
謝
、
外

科
系
は
眼
科
、
消
化
器
、
整

形
外
科
、
泌
尿
器
科
、
耳
鼻

咽
喉
科
、
皮
膚
科
を
準
備
し

ま
す
。
特
色
あ
る
診
療
科
と

し
て
は
ブ
レ
イ
ン
・
マ
シ
ン

・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
理
論

に
基
づ
く
ス
マ
ー
ト
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
認
知
症
対

策
と
し
て
の
メ
モ
リ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
か
ら
医
師
派
遣
を
受
け

て
開
設
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か

未
病
対
策
室
、
鍼
灸
治
療
部

門
も
開
設
予
定
で
す
。

　

Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
特
色
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
教
育

を
大
学
と
し
て
初
め
て
採
用

し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ

の
面
か
ら
言
え
ば
湘
南
慶
育

病
院
と
し
て
も
進
歩
し
続
け

る
通
信
技
術
を
利
用
し
た
診

療
形
態
を
採
用
す
る
こ
と
が

Ｓ
Ｆ
Ｃ
と
の
連
帯
か
ら
み
て

必
然
と
な
り
ま
す
。
外
来
及

び
患
者
・
家
族
へ
の
連
絡
に

は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
サ
ー
ビ
ス
（
メ
デ
ィ
カ
ル

ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を

利
用
し
ま
す
。

　

医
師
や
看
護
師
を
管
理
者

と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作

り
、
病
院
・
患
者
間
で
メ
ー

ル
の
や
り
取
り
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ォ

ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
も
取
り

や
す
く
な
り
ま
す
し
、
入
院

の
場
合
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

患
者
さ
ん
の
様
子
が
家
庭
・

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
届
き
ま

す
。
今
ま
で
に
な
い
安
心
感

が
提
供
で
き
ま
す
。
遠
く
に

住
ま
わ
れ
て
い
る
家
族
も
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
入
れ
れ
ば
さ

ら
に
情
報
共
有
が
で
き
ま

す
。
健
育
会
の
訪
問
看
護
・

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
コ
コ

タ
ウ
ン
と
も
結
ば
れ
ま
す
の

で
、
医
療
か
ら
介
護
ま
で
シ

ー
ム
レ
ス
に
情
報
提
供
を
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
受
診
時
に
は
ア
イ

パ
ッ
ド
に
年
齢
、
症
状
を
入

力
す
る
と
電
子
カ
ル
テ
に
自

動
で
内
容
が
取
り
込
ま
れ
、

何
度
も
症
状
を
聞
か
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
Ｎ

Ｅ
Ｃ
の
協
力
を
受
け
て
自
動

問
診
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ

ま
す
。
機
械
学
習
と
Ａ
ｉ
で

日
々
進
化
す
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。

　

近
い
将
来
に
は
病
院
の
ホ

ー
ム
ペ
イ
ジ
か
ら
自
動
問
診

シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
し
症

状
を
入
力
す
る
と
、
病
院
に

す
ぐ
向
か
っ
た
方
が
よ
い

か
、
し
ば
ら
く
自
宅
で
様
子

を
み
た
方
が
よ
い
か
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
夜
間
、

急
に
発
熱
し
た
お
子
様
な
ど

に
つ
い
て
ご
両
親
の
判
断
を

援
助
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
お

役
に
立
て
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
近
未
来
に
実
現
し

た
い
医
療
体
制
と
し
て
放
送

と
通
信
を
融
合
し
た
サ
ー
ビ

ス
を
考
え
て
い
ま
す
。
ご
自

宅
の
テ
レ
ビ
に
外
来
の
医
師

画
像
が
出
て
き
て
、
患
者
さ

ん
と
お
話
を
す
る
。
い
わ
ゆ

る"Hospital in the home"

の
実
現
で
す
。
病
院
に
来
な

く
て
も
医
療
者
と
結
ば
れ
る

安
心
感
は
満
足
行
く
も
の
と

信
じ
て
い
ま
す
。

　

慶
應
義
塾
は
Ｊ
Ｓ
Ｒ
株
式

会
社
（
本
社
：
東
京
都
港

区
）
と
、
２
０
１
５
年
３
月

に
産
・
学
・
医
療
の
連
携
拠

点
と
位
置
付
け
る
共
同
研
究

を
目
的
と
し
た
「
Ｊ
Ｓ
Ｒ
・

慶
應
義
塾
大
学　

医
学
化
学

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（JSR-Keio University 
M

edical and Chemical 
Innovation Center 

通
称
Ｊ

Ｋ
ｉ
Ｃ
）」
の
設
立
に
つ
い

て
合
意
し
、
信
濃
町
キ
ャ
ン

パ
ス
内
（
旧
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡

地
）
に
共
同
研
究
棟
の
建
設

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
８
月
31
日
に

竣
工
し
、
Ｊ
Ｓ
Ｒ
㈱
よ
り
建

屋
の
寄
贈
を
受
け
た
Ｊ
Ｋ
ｉ

Ｃ
棟
は
、
地
上
３
階
・
地
下

１
階
の
延
べ
床
面
積
３
６
０

０
平
米
超
を
有
し
、
１
階
に

は
交
流
ス
ペ
ー
ス
や
展
示
ス

ペ
ー
ス
、
会
議
室
や
産
学
医

連
携
部
門
室
が
入
り
、
２
・

３
階
に
は
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
、

地
下
１
階
に
は
最
先
端
の
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
や
イ
メ
ー
ジ

ン
グ
装
置
等
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
10
月
28
日
に
開

所
記
念
式
を
開
催
し
ま
し

た
。
ま
ず
開
所
記
念
式
典
で

は
、
Ｊ
Ｓ
Ｒ
㈱
小
柴
満
信
代

表
取
締
役
社
長
、
川
橋
信
夫

取
締
役
専
務
執
行
役
員
、
長

谷
山
彰
慶
應
義
塾
長
、
竹
内

勤
常
任
理
事
の
４
名
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
小
柴

社
長
、長
谷
山
塾
長
の
間
で
、

寄
附
目
録
贈
呈
と
感
謝
状
の

授
受
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
開
所
式
に
お
い
て
は

来
賓
の
末
松
誠
元
医
学
部

長
、
経
済
産
業
省
の
藤
木
俊

光
審
議
官
、
施
工
者
の
日
揮

株
式
会
社
の
川
名
浩
一
副
会

長
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
Ｊ
Ｋ
ｉ
Ｃ
研
究
開

発
部
門
長
と
し
て
慶
應
義
塾

よ
り
松
尾
光
一
教
授
、
Ｊ
Ｓ

Ｒ
㈱
よ
り
鈴
木
孝
治
参
事

（
理
工
学
部
名
誉
教
授
）
両

名
に
よ
る
概
要
説
明
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
北
里
研

究
所
の
北
里
一
郎
顧
問
（
慶

應
義
塾
評
議
員
）
よ
り
乾
杯

の
ご
発
声
を
い
た
だ
き
、
建

物
内
覧
会
を
経
て
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｋ
ｉ
Ｃ
で
は
本
学
の
研

究
者
が
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
領
域
を
戦
略
事
業
と
位
置

付
け
る
Ｊ
Ｓ
Ｒ
㈱
の
化
学
素

材
の
研
究
者
と
密
接
に
交
流

す
る
こ
と
で
、「
医
療
分
野

の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
や
先
進
的

ア
イ
デ
ィ
ア
を
実
現
し
、
健

康
長
寿
社
会
を
支
え
る
新
た

な
診
断
・
治
療
技
術
や
医
療

支
援
技
術
の
確
立
と
普
及
に

つ
な
が
る
研
究
・
事
業
創
造

を
行
う
こ
と
」
を
目
標
と
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
開
所

時
点
に
お
い
て
は
、
下
記
の

４
つ
の
領
域
を
戦
略
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
共
同
研
究
が

進
行
し
て
い
ま
す
。（
次
号

以
降
に
各
研
究
領
域
を
紹

介
。）

　

１. Precision Medicine

（
精
密
医
療
）

　

２. Stem Cell Biology 
and Cell Based Medicine

（
幹
細
胞
生
物
学
と
細
胞
医

療
）

　

３. Microbiome

（
微
生

物
叢
）

　

４. Designed Medical 
Device

（
先
端
医
療
機
器
）

　

ま
た
、
学
術
か
ら
入
り
開

発
の
出
口
へ
向
か
う
萌
芽
的

研
究
を
公
募
し
て
助
成
す
る

学
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

動
き
出
し
ま
す
。

　

１
０
０
名
を
超
え
る
方
々

に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
盛
会

と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
ご
報

告
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｓ
Ｒ

㈱
ご
関
係
者
様
、
な
ら
び
に

日
頃
よ
り
ご
支
援
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
研
究
者
・
関
係

者
の
皆
様
に
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

 

（
松
尾
光
一　

65
回
）

　

２
０
１
７
年
10
月
14
日
ハ

イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

東
京
に
て
第
１
１
３
回
慶
應

義
塾
大
学
医
学
部
生
涯
教
育

研
修
セ
ミ
ナ
ー
が
、
慶
應
医

師
会
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学

部
三
四
会
、
慶
應
医
学
会
、

大
正
製
薬
株
式
会
社
・
大
正

富
山
医
薬
品
株
式
会
社
と
の

共
催
で
行
わ
れ
、
１
５
４
名

の
先
生
方
に
ご
参
加
頂
き
ま

し
た
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の

テ
ー
マ
は
、「
健
康
寿
命
の

延
伸
に
向
け
て
」
と
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

皆
様
も
ご
存
じ
の
通
り
、

日
本
は
未
曾
有
の
超
高
齢
社

会
を
迎
え
て
い
ま
す
。
平
均

寿
命
は
男
性
が
80
歳
、
女
性

が
86
歳
を
超
え
、
要
支
援
・

介
護
者
は
６
０
０
万
人
に
の

ぼ
り
、
10
年
後
に
は
９
０
０

万
人
を
超
え
る
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に

は
、
男
性
で
約
９
年
、
女
性

で
は
13
年
弱
と
い
わ
れ
る
平

均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
解
離

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
解
離
を

埋
め
る
こ
と
が
、
現
在
の
医

学
・
医
療
に
突
き
つ
け
ら
れ

た
喫
緊
の
課
題
と
言
え
ま

す
。
健
康
寿
命
を
延
伸
す
る

た
め
に
は
、「
呆
け
ず
に
動

け
る
」
が
非
常
に
重
要
な
部

分
を
占
め
ま
す
。
動
け
る
た

め
に
は
、
運
動
器
疾
患
の
予

防
と
治
療
、
特
に
麻
痺
と
疼

痛
の
克
服
が
重
要
で
す
。
ま

た
呆
け
な
い
た
め
に
は
、
大

き
な
社
会
問
題
に
も
な
っ
て

い
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に

対
す
る
新
た
な
治
療
法
の
開

発
が
肝
要
で
す
。
そ
こ
で
運

動
器
疾
患
に
関
し
て
は
、
慶

應
義
塾
大
学
医
学
部
整
形
外

科
の
名
越
慈
人
先
生
に
、
麻

痺
の
克
服
を
目
指
し
た
脊
髄

再
生
医
療
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
次
に
東
海
大
学
医

学
部
外
科
学
系
整
形
外
科
学

准
教
授
の
酒
井
大
輔
先
生
に

は
腰
痛
の
原
因
と
な
る
椎
間

板
変
性
を
克
服
す
る
た
め
の

椎
間
板
再
生
医
療
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
ご
講
演
頂
き

ま
し
た
。
最
後
に
、
慶
應
義

塾
大
学
医
学
部
生
理
学
教
授

の
岡
野
栄
之
先
生
に
は
、
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
早
期
診

断
と
新
規
治
療
法
の
開
発
に

向
け
た
取
り
組
み
を
ご
紹
介

頂
き
ま
し
た
。  

　

先
ず
、
名
越
先
生
は
「
脊

髄
損
傷
に
対
す
る
再
生
医
療

の
現
状
と
未
来
」
と
題
し

て
、
細
胞
治
療
、
薬
剤
、
リ

ハ
ビ
リ
に
わ
け
て
そ
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。
細

胞
移
植
に
関
し
て
は
、
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
由
来
神
経
前
駆
細
胞

を
用
い
た
脊
髄
再
医
療
の
実

現
に
向
け
て
、
有
効
性
と
安

全
性
の
両
面
か
ら
網
羅
的
解

析
を
進
め
て
い
る
こ
と
、
さ

　

８
月
14
日
か
ら
２
週
間
に

わ
た
り
、
博
士
課
程
の
合
同

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
が
、
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
の
カ
ロ
リ
ン
ス

カ
研
究
所
で
開
催
さ
れ
た
。

２
０
１
２
年
度
か
ら
開
始
し

た
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
カ

（
昨
年
度
は
信
濃
町
で
開

催
）、
テ
ー
マ
も
毎
回
変
わ

る
。
本
年
度
は
、「Brain 

Ageing

」
を
テ
ー
マ
に
講
義

が
組
ま
れ
た
。
２
週
目
に
は

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
科
学
サ
ミ
ッ

ト
に
も
参
加
し
、
学
生
た
ち

は
活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
ま
た
、
開
催
中
に
カ
ロ

リ
ン
ス
カ
と
の
協
定
（
更

新
）
も
行
わ
れ
た
。

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
参
加
の
学

生
と
教
員
（
於
：
ノ
ー
ベ
ル

フ
ォ
ー
ラ
ム
前
）

モデレーターを務めた筆者（中村）

テープカットの様子。左から、ＪＳＲの川橋専務、小柴社長、
慶應の長谷山塾長、竹内常任理事　　　　　　　　　　　　　

信濃町キャンパス内にオープンしたＪＫｉＣ（当日撮影）

カ
ロ
リ
ン
ス
カ
と
の
協
定
更
新
（
向
か
っ
て
右
か
ら
御
子

柴
博
士
（
48
回
）
岡
野
前
医
学
部
長
（
62
回
）、Ottersen

新
学
長
、
安
井
（
68
回
））

ら
に
臨
床
研
究
実
施
計
画
書

を
特
定
認
定
再
生
医
療
等
委

員
会
へ
既
に
申
請
し
、
慶
應

義
塾
大
学
病
院
臨
床
研
究
推

進
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
な
が

ら
、
研
究
体
制
の
構
築
を
進

め
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
治
験
を
行
っ

て
い
る
急
性
期
脊
髄
損
傷
に

対
す
る
肝
細
胞
増
殖
因
子
に

関
す
る
こ
れ
ま
で
の
基
礎
研

究
と
治
験
の
現
状
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
教
室

と
行
っ
て
き
た
慢
性
期
脊
髄

損
傷
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
と
細
胞
移
植
の
併

用
療
法
の
重
要
性
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
酒
井
先
生
は
「
椎

間
板
再
生
医
療
の
現
状
と
課

題
―
慢
性
腰
痛
の
克
服
に
向

け
て
―
」
と
題
し
て
、 

こ
れ

ま
で
行
っ
て
き
た
椎
間
板
に

関
す
る
基
礎
研
究
と
ト
ラ
ン

ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
先

ず
、
椎
間
板
の
髄
核
前
駆
細

胞
と
そ
の
Ｎ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
を
明

ら
か
に
し
、
前
駆
細
胞
の
減

少
が
変
性
に
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
に
着
目
し
、
内
在
性
髄

核
細
胞
の
活
性
化
と
誘
導
を

促
進
す
る
栄
養
因
子
に
関
す

る
研
究
を
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
既
に
臨
床
研
究
を

終
了
し
た
自
家
椎
間
板
髄
核

細
胞
移
植
の
結
果
を
示
し
、

さ
ら
に
今
後
の
同
種
他
家
髄

核
細
胞
移
植
に
向
け
た
展
望

に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。　

　

最
後
に
、
岡
野
先
生
は

「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
・
幹
細
胞
技

術
と
革
新
的
脳
科
学
を
用
い

た
認
知
症
の
克
服
へ
の
挑

戦
」
と
題
し
て
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
技
術
や
ゲ
ノ
ム
研
究
技
術

を
駆
使
し
た
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
病
の
早
期
診
断
と
先
制
医

療
の
重
要
性
に
つ
い
て
言
及

さ
れ
ま
し
た
。
先
ず
、
家
族

性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
患
者

由
来
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
樹
立

と
病
態
解
析
に
よ
り
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
系
を
構
築
し
、
治

療
薬
の
探
索
を
行
い
候
補
と

な
る
薬
剤
を
発
見
し
た
こ
と

や
、
今
後
の
臨
床
研
究
計
画

に
言
及
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
慶
應
義
塾
大
学
病
院
メ

モ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
、
予
防
医

療
セ
ン
タ
ー
、
百
寿
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
と
共
同
し
た
Ｍ

Ｒ
Ｉ
・
Ｐ
Ｅ
Ｔ
イ
メ
ー
ジ
ン

グ
を
駆
使
し
た
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
早
期
診
断
法
の
開
発

な
ど
、
今
後
の
取
り
組
み
を

ご
紹
介
頂
き
ま
し
た
。　

　

近
未
来
に
お
け
る
運
動
器

・
中
枢
神
経
系
の
先
制
医
療

と
再
生
医
療
の
実
現
を
期
待

さ
せ
る
夢
の
あ
る
講
演
会
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
こ
れ
ら

の
研
究
が
身
を
結
び
、
わ
が

国
に
お
け
る
健
康
寿
命
延
伸

が
一
日
も
早
く
実
現
す
る
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

本
セ
ミ
ナ
ー
に
ご
参
加
頂
い

た
皆
様
に
は
こ
の
場
を
借
り

て
陳
謝
致
し
ま
す
。

 

（
中
村
雅
也　

整
66
回
）

ロ
リ
ン
ス
カ
医
科
大
学
、
北

京
大
学
、
キ
ン
グ
ズ
・
カ
レ

ッ
ジ
・
ロ
ン
ド
ン
と
塾
医
学

部
の
４
大
学
合
同
で
企
画
運

営
さ
れ
て
お
り
、
本
年
で
６

回
目
を
迎
え
る
。

　

開
催
場
所
は
持
ち
回
り
で

　

カ
ロ
リ
ン
ス
カ
は
ノ
ー
ベ

ル
医
学
生
理
学
賞
を
選
考
す

る
機
関
と
し
て
有
名
で
あ
る

が
、
欧
州
を
代
表
と
す
る
医

学
研
究
所
、
病
院
で
あ
る
。

本
年
度
に
は
新
病
院
や
臨
床

研
究
棟
が
オ
ー
プ
ン
、
来
年

度
に
は
新
し
い
基
礎
研
究
所

も
オ
ー
プ
ン
予
定
で
非
常
に

活
気
が
あ
る
。

　

今
回
の
協
定
更
新
を
き
っ

か
け
に
ま
す
ま
す
カ
ロ
リ
ン

ス
カ
と
の
連
携
強
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

（
安
井
正
人　

薬
理
68
回
）

博
士
過
程
合
同
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
開
催

カ
ロ
リ
ン
ス
カ
に
て

院
長
　
松
本 

純
夫（
52
回
）

湘
南
慶
育
病
院
開
院
に
際
し
て
目
指
す
方
向
性

ＪＫｉＣ開所 記念式開催

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

生
涯
教
育
研
修
セ
ミ
ナ
ー

『
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
て
』を
開
催

第
１
１
３
回

慶應義塾の建築プロジェクト
「信濃町往来―建築いま昔」

【会期・場所】2017年12月９日（土）〜2018年３月31日（土）
　　（慶應義塾大学 信濃町キャンパス リサーチパーク）
　信濃町建築写真展「信濃町往来―建築いま昔」開催
　 2017年12月、大規模な建築事業により変貌を遂げようとし

ている信濃町の建築を、迫力ある大型写真や図面データ等
の資料で辿る展覧会を開催します。

【出品作品】
・建築写真（新良太撮影）
　 10棟：別館、予防医学校

舎、北里記念医学図書館、
中央棟、6号棟、7号棟、臨
床講堂、白梅寮、犬舎、包
括先進医療センター

・建築図面（データ）
・ 建築およびキャンパスの歴史的写真
【主催・お問合せ】
慶應義塾大学アート・センター（渡部・本間・森山）
moriyama@art-c.keio.ac.jp　TEL ０３-5427-1621

皆様のお力でようやく20億円まで累積されました
まだまだ皆様のご協力が必要です

〜銘板顕彰のご案内〜

新病院棟に末永く
お名前を残します!

「医学部開設100年記念事業募金」への寄付累計
額100万円以上の個人・法人・団体につきまして
は、ご芳名を信濃町キャンパス新病院棟1号館
（1階正面入口付近ホスピタルモール）に顕彰い
たします。

三四会の募金は毎日累積されています 申込期限は2018年3月31日迄です

新病院棟建設事業募金

2,500

2,000

百万円
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1,000

500
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【四半期別累積募金件数・募金額】

２
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２
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４
月
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８
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２
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４
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２
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250
件

200

150

100

50

0

120
百万円

100
募金件数
募金金額

80

60

40

20

0

【月別募金率・件数推移】

日時：11月24日（金）　18：00〜20：20
場所：総合医科学研究棟　1階ラウンジ
※事前申し込み不要

プログラム
「医学部イノベーション活動Update」
 （坪田一男先生）

「―健康医療ベンチャーへの挑戦―
　サンバイオとKファーマの経験をふまえて」
 （岡野栄之先生）

「大学のイノベーション（仮）」
 （鈴木寛先生）

「ヘルスケアとマーケティングの交差点」
 （山本晶先生）
閉会後に懇親会を開催

第７回

慶應義塾大学医学部
産学連携講演会


